
図書館と初期衝動
大学図書館長　難波　功士

　私が「初期衝動」という言葉を意識しだしたのは、2009 年リリースの「ヒップホップの初

期衝動」という曲を聴いたあたりからです。作詞は、作家業でも活躍のいとうせいこうさん。

アメリカからヒップホップカルチャーが日本に伝わり始めた 1980 年代の、いとうさん自身の

体験にもとづく歌詞でした。その頃から、人が何かの道に進んだ際に、その道に進むきっか

けとなった人・モノ・コトを指して「初期衝動」という言い方が広まってきたように思います。

　では、自分にとっての初期衝動は何かと振り返ってみると、いくつか候補は浮かんでくる

のですが、最初の一撃として思い至ったのは、小学生の時に市立図書館で借りた『安政五年

七月十一日』という本でした。江戸時代の金沢城下で、米価の高騰に苦しむ町民が城近くの

山に集結し、声を揃えて「米くれまいやあ　頼むわいやあ　中納言さんひもじいわいやあ」

などと叫び、殿様の耳に届かせようとした事件をもとにした児童文学でした。作者のかつお

きんや（勝尾金弥）さんは、当時、石川県で教師をしつつ、地元の歴史や民話を題材とした

創作活動を続けられていた方です。

　小学校時代の最もインパクトのある読書体験が『安政五年七月十一日』だったことが、い

くぶんは影響したのか、大学での専攻は日本近世史となりました。しかし、早過ぎる初期衝

動はやはり息切れするようで、大学卒業後はまったく別の道に転じることになるのですが。

ともかく小学生の時の一冊によって、私の 22 歳までは方向づけられていたような気がします。

　そんなことを思い返していて懐かしくなり、最近、Amazon で『安政五年七月十一日』を

検索し、手ごろな値付けの中古本を購入してみました。届いた本を開くと、そうそうこんな

話だったと約 50 年前の記憶はよみがえってくるのですが、やや違和感も覚えます。その本

の奥付をみると、それはかつおきんや作品集の中の一冊で、1976 年に発行されたものでした。

小学生の私が手にしたのは、1970 年刊行の初版本だったと思われます。それとはどうやら

装丁等が若干違っているようです（1970 年のバージョンは、おいそれと手が出せない値段

でした）。

　半世紀過ぎても頭でも、体でも、ある本のことを覚えている。そんな強烈な体験を与えて

くれたのが、私の場合は図書館でした。

　今後とも図書館が、若い人たちの初期衝動の場となればと、図書館長の職に就くにあたり

考えた次第です。
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職業としての作家
　─ナサニエル・ホーソーンの初版本をめぐって─
 経済学部・言語コミュニケーション文化研究科教授　増永　俊一

教員らいぶらりぃエッセイ（vol.3）
　地理好き少年の成れの果て
 関西学院大学名誉教授・前大学図書館長　田和　正孝

本学図書館貴重図書、Samuel Johnson（1709-84）の
A Dictionary of the English Language（1755）について
 教育学部・言語コミュニケーション文化研究科教授　谷　明信

バッハが読んだ『カロフ聖書』
 院長・神学部教授　中道　基夫

私の電子資料活用事例（vol.9）
　データベースReligions of America の魅力
 法学部教授　大宮　有博

図書館こぼれ話（15）
　図書館をもっと活用してもらうために
　─大学図書館広報チームの活動紹介─
 大学図書館運営課課長補佐　井上　昌彦

大学図書館の新型コロナウイルス感染症対策
 大学図書館

大学図書館の展示紹介（2020～2021年度）
 大学図書館運営課

大学図書館の新しい取り組み
　「AI活用人材育成プログラム×大学図書館」コラボレーション
 大学図書館利用サービス課
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